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に結びつけることなく，両者の関係を充分に検討しなければならない。第6に，本書の立
場からその社会主義政党の財政政策は広範な国民的共感と支持をかちうるものでなけれ
ば，社会主義の後退現象をくりかえすだけであるので，どうしても現実的な性格を帯びざ
るをえなくなる。そのばあい，原則と現実との間隙をうずめるなんらかの具体的なプログ
ラムが必要となる。この極めて困難な問題の処理いかんによっては， ドイツ社民党とイギ
リス労働党の例をみるまでもなく，社会主義政党の存立そのものが問われることになるで
あろう。
以上のような基本的問題点一ーそのなかには紹介者の誤解もあろうかと思われるが一~
を含んでいるとはいえ，社会主義体制への平和的移行が少くとも夢想でなくなり，それへ
のプログラムの要請されている今日的状況において，本書の上梓はまさに時機をえたもの
と云えよう。 （三一書房，昭和42年5月刊， A5,177ペー ジ， 750円。）
一戒田郁夫―
大庭脩著
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危大にして巨冊の新刊著書を贈られて，まず感じることは，著者の精進と快挙におしみ
ない讃辞をさけび献じたい気持と，そのすぐれた能力に対する羨望の気持の交わった一種
複雑な興奮状態の感情におそわれるものである。やがて，その気持は，果して自分は読み
こなせるか，著者の意図にそくして充分な利用がなしうるかとのためらいに似た自己懐疑
においやられ，その研究からは門外漢であると自覚すると，消極的に誰か他に自分よりもよ
り良く利用し活用し得る人が望むならば譲ろうと考え，逆に，そんな考えとは裏腹に，積
極的に未知の善知識の幾分でも摂取しようとする欲求をかきたてられるものである。
私が最近そんな感じを味わった著書が，ここに紹介しようとする大庭脩教授（関西大学
文学部）の著編になる『江戸時代における唐船持渡書の研究』である。本書は， B5版，
研究編238ページ，資料編500ページ，等本文739ページ約1万種の書名をあげる索引60
ページロ絵10葉からなる文字通りの巨冊で，関西大学東西学術研究叢刊の第1として，昭
和42年3月に刊行されたものである。
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すでに本書の紹介は，著者大庭教授が「本研究に関して最も多くの教示を与えられたの
は京都大学人文科学研究所長の森鹿三博士である。私の学問のすべては，森教授の不断の
叱正を得て今日に及んだが，この研究もまた先生の教正の外に出るものではない。本書は
先生が永年育成して下さった樹の一本がささやか乍ら初めて結んだ実であって，この実を
私は先生の還暦の年にあたって学恩に対する深い謝意と共に捧げ」た，森鹿三教授によっ
て一両度にわたり適確に紹介されている。 く「大安」第13巻第4号， 1967年4月。「関大」
関西大学校友会新聞 第146号，昭和42年7月15日）
中国学の大家によって，すでに本書の紹介がなされているにもかかわらず，あえてなお
蛇足を付け加えるような紹介をおこなわんとするのは， ーにかかって，著者が「つたな
い乍らも私の研究と，乏しくはあるが私の見出した資料とを足がかりに，歩みを更に先へ
進めて貰うのが正しいあり方ではなかろうか。研究の不備は人々の手によって塗りかえら
れるであろうが，収めた資料の生命はそれより長いであろう o要は資料を学界の共有財産に
することこそ，研究に援助を与えられた各位の好意と，’研究にうけた公費の補助に酬いる
道である。」との考えで，公刊にふみきられた著者の好意を受納し，貴重な共有財産とし
て，より多くの人々が本書を利用されることを望むからであり，今一つは，私が日本近世
社会経済史研究において諸先学の駿尾に付して，それにたずさわる一人として，本書が日
本文化を考察する上で，中国文化の日本文化に及ぼした影響を知るための基礎的な労作で
あって，しかも研究編の随所に，本来，中国学専攻の著者から，日本近世社会経済史研究
の進展を期待する研究課題が出されていることを感じたからである。
なにはともあれ，まず目次を掲げて，内容の若千を紹介すると，
研究篇
第1章序論
第2章江戸時代における書籍輸入の概観
第1節唐人貿易の概観
第2節唐船の稜荷中の書籍
第3節書籍輸入の特殊條件
第1項禁書について
第2項書物改の手続
第3章唐船持渡書の資料
第 1節第 1 次資料—貿易業務に関係のあるもの一
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第1項齋来書目
第2項大意書
第3項長崎会所取引時の諸帳
書籍元帳・見帳・直組帳・落札帳
第2節第2次資料ー一編簗されたもの一
第1項刊本のあるもの
第2項写本で伝ったもの
第4章御用書に関する考察
第1節大明律註釈書の注文について
第2節古今図書集成の持渡
第3節 寛政・享和時代の御用書ー一聖堂文書を中心に一一
第4節 文化時代以降の御用書一~書籍元帳の記載を中心として一
第5章 「御役人様方御調書」等に関する考察
第1節御役人様方御調書
第2節 長崎奉行その他長崎在方役人の特権
第6章唐船持渡書の出版地に関する考察
第7章唐船持渡書の価格に関する考察
結語
資料編 齋来書目 (SO種）
書籍元帳 (15種）
見帳 (2種）
商舶載来書目
大意書 (11種）
直組帳 (5種）
落札帳 (11種）
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著者は，唐船持渡書を限定し，貿易業務に関連して作成された書目＝正規の長崎入荷の
分に限り，まず，唐船積荷中の書籍量を考察する。江戸時代に外国に向けて開かれた貿易
港は長崎一浩で，しかも厳しい貿易制限令がしかれていた。しかし年間数十隻の中国船は
入港している。 （正徳新令時は30隻に制限）ところで奥船・ロ船と二分し総称される中国
船すべてが普籍を舶載したかというとそうではない。奥船にはその例なく，口船のうちで
南京船（江蕪省）・寧波船（湘江省）に限られていることが指摘されている。これは後章
の盾船持渡書の出版地に関する考察で一層明らかになる周到な用意がなされている。とこ
ろで江・浙地方の船々も初期には全船が書籍を併載したのではなく，時代が下るに従って，
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その数を増加してゆくが，それにしても，全体として貿易品中に占める書籍の比重は極め
て低かったことを明らかにしている。それには書籍輸入の特殊条件として， 「禁書」の措
置があり，他商品と異なる「書物改め」の手続が必要である。本書は長崎「聖堂文書」に
よって書物改め手続を述べている。
次いで後に資料編に掲げる諸資料を第一次資料• 第二次資料に分類し， その解題を附
している。長崎に入港した唐船は稽荷目録を提出するが，書籍についてはそれが「齋来害
日」である。これによって書物改役は書籍を改め，その内容解題を記した「大意書」を作
成し長崎奉行を通じて老中に届け出る。書物改めを通過した書籍は会所へ移され，ここで
書物目利によって「めきき」 （評価）され値組される。その時に作成されるのが「直組帳」
である。また会所の商法掛は，全書籍の書名と数量を記した「書籍元帳」を作成する。
一方指定の書籍商人達に，入札に先立って荷見せがおこなわれるが，商人達は個々の書
籍の特長を「見帳」に手控え，その後に指定された日に入札がおこなわれる。入札の記録
が「入札帳」として三番札まで記録される。いわゆる「落札帳」である。
このようにして輸入され，個々の書籍商の手にいり，その後それらの書籍は誰の利用に
供せられたか，書籍の流通・利用は興味深い問題である。中でも正徳の治から享保改革の
立役者である新井白石と将軍吉宗と漢籍の関係の記述は教示されることが多い。とくに後
者についての収書は詳細に述べられ，史部の詔令奏議類，地理類，職官類，政書類，子部
の農家類，医家類，天文算法類の書（有用の書）に収書が集中したこと，著者はこれをも
って「吉宗の実学」とし， 「史部に属する沓を以て政治制度の大綱に資し，子部に属する
書によって殖産興業をはかったそのいずれもが実学であろう」とするは，吉宗の幕政改革
において，官僚機構•法令を整備し，土地•農業・商業・通貨・物価政策に腐心し，定期
的な人口調査を実施し，殖産興業をはかった治績を考えあわすとき，確かに傾聴に価する
見解である。
研究編の未尾に述べられた「価格に関する考察」も興味深い，何時の場合にも書籍は他
の物品と違った意味で貴重なものである故に，比較的に高価である。弘化2年 (1845)の
例を著者が示しているが， この年の肥後米の石当り相場は保字銀80.4匁~107.2匁であ
り，侃文韻付は銀1貫目~1貫710匁である。ところが南蛮渡来の金袂時計は1貫690匁，
ヲ）レゴルは722.8匁，遠目鏡364匁余であって，これらの舶来品に比較すると書籍は安価で
あったといわれなければなるまい。
最後に一つだけ好事家的な事柄をつけ加へよう。それは何も本書の価値をそこなうもの
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ではないことは勿論である。それは資料編の「見帳」 「落札帳」に見られる符牒について
である。著者も，京都大学図書館蔵の唐本法帖舶来書録—書籍商松村文海堂の番頭の手
控ー一の価格の記入が，符牒でなされている為，価格の察知が困難なことを述べている。
符牒＝往来符牒ー商家の隠語は今日なお生きていて，使用されている。その業種によっ
＇ 
て，同業者間の便利の為に考案された隠語であって，素人や他業者には不便で知れないも
のであることが隠語の本質ともいえる。大阪の符牒（大阪商業史資料第34巻 111ペー ジ）
の例をあげると，
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 
そく てん ちから たり 御半かいあんしたまや こた きわ（ざこば）
む め さ ＜ ら ま つ た け （天満市場）
俵ノ字笑 酒 中 如 万 事 敷 蔵（呉服商）
分 厘 p/ 斤 両 間 丈 尺 寸 （瀬戸物屋）
I I Il X 子 .L ..L 圭 文（薬種商）
などであり，明治期の堂島米市場では，明治10年に東京の米商会所との相場電報の数詞
符牒に， トウシマコメネタンの略号を考案し用いた例もあるのである。
ところで，本書の「見帳」の符牒について，書籍商村藤が書籍名左下に記入した符牒通
りに入札したと仮定し，入札値と符牒を比較すると， (588-b)はページ数を示す。
四十四匁一分 (588— b)
① （利ヲ 吉メ
四十六匁九分 (589-a)
⑧ （竹ヤ竹>ミメ
一貫三十六匁 (590-b)
⑥ （声〇卯や竹>
六十四匁六分 (588―d)
③ （竹ヤ利叶竹メ
百三十四匁三分 (589-a)
④ .(万卯ヤ利卯メ
二十二匁六分 (590-b)
⑥ （リヤ恥竹メ
のように当てはめてゆくと，村藤（というよりも当時の長崎書籍商といってもょいかと
思われるが）の使用した符牒は，
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
（吉） リ 卯 利 （セ） 竹 ウ 井 ミ ヤ
（仁） （シ）
百 貫 匁 • 分 厘 アキ
万 p/ ヽ メ 也 ゜123 
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のようであったと判明する。ただし若干のものは統一がなく， 1の符牒は8例のうち，吉
-2, 太一1'左ー2(吉と太と左は何れともとりうる書体の為か）八ー3という頻度の
ばらつきがあり， 5の符牒は2例で「せ」と「き」としてでてくる。その他6=竹の場合
に「仁」があり， 9は「ミ」と「シ」が半々にあらわれるので何れと決し難い。また分
は歩であって，片仮名の卜に似た書きかたをするので「メ」ではなかろうと思われる。
一応そのように仮定すると， 符牒と入札価格（それは一致しなければならない。）との関
係において，誤読あるいは判読の不審な点が発見され，誤りを少なくすることができるで
あろう。厳しい表現ではあるが，資料を提供する場合，それが基礎的なことであればある
程，正確に，そのものに忠実にそのものを伝えなければならない。考えてみれば，縁の下
の力もちで，直接報われることの少ない地味な仕事であるが，責任は大である。書籍商の
場合，今日なおこのような符牒が現存し，使用されているなれば，関係業者に聞くことが
最も近道で確実であるが，そおでなくすでに変化しあるいは消滅しているなれば，ここに
掲げたような方法を試みることも無駄ではなかろうと愚考し，附記した。以上，的はずれ
な紹介をあえて試みたが，百聞は一見にしかずの例の通り，本書を一読あらんことをすす
め，著者および大方の御寛容を願う次第である。
（醗刻版，発売所株式会社大安 東京都千代田区神田神保町2の14大阪市天王寺区上本町7の70 頒価7000円．）
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